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パラメータ（P）図 

P 図は，チームが設計機能の物理的性質を理解するのに役立つ体系的な

ツールである。チームは，性能に影響を与え得る管理されている要因，

あるいは管理されていない要因だけでなく，設計の意図されたインプッ

ト（信号）とアウトプット（応答又は機能）についても分析する。 

製品へのインプットと製品からのアウトプット，あるいは製品の意図さ

れた機能と意図されていない機能を考えると，エラー状態，ノイズ因子，

及び管理因子を特定するのに役立つ。   

エラー状態は DFMEAの潜在的故障モードに対応する。 

 
図 III.2  一般的な触媒コンバータのパラメータ（P）図の例 

 

機能要求事項 

DFMEAプロセスのステップには他に，設計の機能要求事項及びインタ

ーフェース要求事項の編集がある。このリストには次の項目が含まれる

であろう。 

機械的 
シェルの設計及び材料 

マウントの素材／ワイヤー／シール 

下地 

・ 形状（外形＆長さ） 

・ セル密度 

・ 壁厚 

梱包場所＆数 

フロー分布 

（パイプ＆コーンの形状） 

化学的 
ウォッシュコート技術 

貴金属被覆量／比率 

管理因子 
 

信号 
質量 
・ 排気ガス組成 
 
 
 
エネルギー 
・ 熱的 
・ 機械的 
・ 化学的 
・ 圧力 

時間／距離による変化 
閉塞／制限 
溶接劣化／疲労 
下地保持 
（マウント劣化） 
下地腐食／破損 
触媒の化学的経時変化 
シェルの腐食 
熱シールドの剥離 

外的環境 
環境温度 
路面負荷／振動 
オフロード － がれき／岩 
路面の塩分／泥／水分 

ノイズ因子 
 

部品間変動 
材料変動 
下地洗浄剤の組成 
被覆力： 
・ クランプ力 
・ ラップ強さ 
・ 圧着力 
組立プロセス 
・ 組立ミス／ラベル添付ミス 
・ 方向及び中心性 
・ マウントの間隙 

（素材／ワイヤー）／シェル外径 
・ 寸法（組立） 
溶接プロセス 

顧客の使用状況 
短距離／低速での走行 
トレーラーを牽引し高速で走行 
燃料の種類＆品質／硫黄レベル 
点検・修理による損傷 
出荷時の取扱不良 
エンジン不具合のままの走行 

システムの相互作用 
熱シールド／NVH パッド圧力 
排気マニホールドの溶接部からの漏れ 
エンジンの点火ミス 過度の熱 
油分による汚染 
パワートレインの負荷による振動 
動荷重（エンジン由来） 
校正 
背圧 

エラーの状態： 
機能上 
・ 排出されるガスは排出要求事項を満

たしていない 
非機能上 
・ 悪臭／臭い 
・ 騒音／がたつき 
・ パワー損失 
・ 過度の熱（内部） 
・ 過度の熱（外部） 
・ 排気漏れ 
・ 不注意によるエンジン警告の不確認 

応答 

Ｙ1＝規制されている排気 

（HC，CO，NOx）[グラム／マイル] 

Ｙ2＝規制されていない排気 

（H2S）[ppm／試験] 


